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Ⅰ 学生確保の見通し及び申請者としての取組状況 

「設置の趣旨等を記載した書類」の記載のとおり、本大学院薬学研究科の設置は、学校法

人兵庫医科大学内の２大学（兵庫医科大学、兵庫医療大学）を統合するための計画であり、

兵庫医科大学大学院への設置後も、兵庫医療大学大学院の現状の校地・校舎等の施設設備、

教員、教育、学生支援等について、同一性を保持することを前提とする。 

 

（１）学生確保の見通し 

① 定員充足の見込み 

病棟薬剤師の保険点数化に伴い、医療機関では質の高い薬物療法を実践できる高度な問

題解決能力を持った薬剤師が求められている。日本学術会議の薬学委員会医療系薬学分科

会の報告書「医療系薬学の学術と大学院教育のあり方について」の冒頭にも、「近年、医学、

生命科学の急速な進歩や科学技術の発展を背景として、薬物治療が著しく高度化し、薬学特

に医療と創薬科学をつなぐ医療系薬学の研究・実践が、難病の克服や医薬品の安全使用など

の社会的要請に応える道として、大きな期待を集めるようになった。また、国民の健康増進

に向けた革新的な医薬品の創出が国家的な目標となり、医薬品開発の基盤技術や開発シス

テムの構築を支える医療系薬学の学術・教育の充実、高度化が強く望まれている。」とある

ように、医薬品製剤の開発や生産、あるいは医療における適正使用を支える学術研究を行う

人材が医療系薬学部の上にたつ大学院に求められている。 

さらに近年の医療薬学系教育機関の急増は、全国的に医療薬学教員、特に実務家教員の不

足をもたらしており、将来教育・研究を担う人材の養成が急務である。臨床経験と研究能力

を併せ持つ人材が医療薬学系教育機関から強く求められている。 

上述の状況を踏まえ、個々の学生に緻密な研究・論文指導を行える人数として、薬学研究

科の入学定員は３名としており、令和２年度において現行の兵庫医療大学薬学研究科では、

定員を充足した。 

 

② 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

ア 兵庫県内の薬学系学部及び大学院博士課程の設置状況 

 兵庫県内において、薬学系の学部（６年制）を設置している大学は、令和２年４月現在兵

庫医療大学、神戸薬科大学、神戸学院大学、武庫川女子大学、姫路獨協大学の５大学であり、

この５大学の入学定員の合計は９８０人である。一方、薬学系の大学院（博士課程）を設置

している大学は、令和２年４月現在、兵庫医療大学、神戸薬科大学、神戸学院大学、武庫川

女子大学の４大学であり、この４大学大学院（博士課程）の入学定員の合計は１１人であり、

学部（６年制）の入学定員に対する大学院（博士課程）の入学定員の割合は約１．１％とな

っており、大阪府の４大学大学院（博士課程）の約１．６％に比較して僅かに優位ではある。

また、最近３年間の兵庫医療大学、神戸薬科大学、神戸学院大学、武庫川女子大学の大学院

（博士課程）の４大学全体での定員充足率についてみると、平成３０年度と平成３１年度は

６３．６％、令和２年度は約１１８％となっており、未充足の年度もあるが各大学での格差

がある（【資料１】参照）。本学では、兵庫医科大学大学院医学研究科との連携促進を見据え、

今後の取組強化により定員充足の見通しがあると考える。 

- 学生確保 ― 2 -



 

【資料１ 兵庫県内の薬学系大学・大学院の設置状況並びに定員充足状況】 

 

イ 現行の兵庫医療大学大学院の入学志願者状況 

 現行の兵庫医療大学大学院の薬学研究科医療薬学専攻博士課程は、平成２５年度に開設

され、開設時から入学者は平成２５年度３人、平成２６年度２人、平成２７年度３人、平成

２８年度３人、平成２９年度１人、平成３０年度１人、平成３１年度１人、令和２年度３人

と推移し、平均志願者数は２．３人、平均入学者数は２．１人となっている。また、大学自

体が新設であったため、薬剤師として臨床を経験した本学薬学部の卒業生数が今までは少

なかったが、近年ではこのような卒業生が自分の将来のビジョンを考えた時、大学院に進学

して博士の資格を取得することを志すケースが増加すると期待できる。本学薬学研究科入

学生の入学時の大卒後年数では、６年以上が６５％を占め、平均年数が６．８年となってお

り、本学薬学部完成から８年を経過し、今後は自大学出身の入学者の確保の強化により定員

充足は可能と考える。薬学研究科入学者の内訳は、自大学出身３５％、他大学出身６５％と

なっている（【資料２】参照）。 

 また、令和２年度には、学術交流協定大学（平成２７年１２月６日締結）の北京中医薬大

学出身の留学生 1名の入学があり、社会情勢が安定していけば今後も志願はあり得る。 

【資料２ 兵庫医療大学大学院薬学研究科入学状況表】 

 

ウ 在学生に対する進学需要調査結果 

 兵庫医科大学大学院薬学研究科の設置計画において、学生確保の見通しを数値的側面か

ら検証することを目的として、現行の兵庫医療大学薬学部に在籍している第５学年次生を

対象として、統合後の兵庫医科大学大学院の薬学研究科医療薬学専攻博士課程における受

験意向及び進学意向に関するアンケート調査を実施した（【資料３】参照）。 

 その結果、大学院への進学意向については、大学院に「ぜひ進学したいと思う」「機会が

あれば進学したいと思う」と回答した者は、有効回答者数１０８人の約３３％にあたる３６

人であった。さらに、有効回答者数の約２１％にあたる２３人が、兵庫医科大学大学院薬学

研究科を「受験してみたい」かつ「進学したいと思う」と回答した（【資料４】参照）。 

 上記のように、現行の兵庫医療大学薬学部に在籍している第５学年次生に限定した調査

においても、統合後の兵庫医科大学大学院薬学研究科への進学意向が伺えるが、上記イで述

べたように過去の大学院入学者が卒後一定年数の実務経験を経て進学していることから、

より早期に進学を促す個々への対応を含めて取り組むことで学生確保の見通しが立つと考

える。 

【資料３ 兵庫医科大学大学院「薬学研究科」（仮称、設置構想中）に関するアンケート】 

【資料４ 薬学研究科進学意向調査（薬学部第５学年次生）集計表】 

 

③ 学生納付金の設定の考え方 

学生納付金については、近隣の医療機関や企業、学部卒業者などの進学を想定し、近隣他

大学の状況も踏まえ、現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科の入学金２０万円を１０万円
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に、授業料４０万円は据え置き、教育充実費２０万円を１０万円に改定し（４年間の総額で 

２１０万円）、改定前から５０万円減額により学生の経済的負担の軽減を図る。 

なお、近隣の私立７大学院の入学金の平均は２０万円、授業料等は約７１万円となってい

る（【資料５】参照）。 

また、自大学出身者及び本法人の教職員で通算５年以上の勤務実績ある者には、入学金 

免除の制度も設けている。 

【資料５ 近隣大学院学費比較一覧表】 

 

（２） 学生確保に向けた具体的な取組状況 

現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科では、大学院案内パンフレットやホームページ、オ

ープンキャンパス、教員による個別相談会等において、研究科の特色や育成する人材像等の

情報を提供し、学生募集活動を行ってきた。統合後の兵庫医科大学大学院薬学研究科となっ

ても、同様にこれらの広報活動を実施し、学生確保に努める。 

また、兵庫医科大学には特定機能病院として指定されている附属病院があり、各関係学会

の研修施設認定を受けていることから、高い専門性と豊富な臨床経験を有する専門、認定指

導の各薬剤師が多数在籍している。本研究科の臨床経験と研究能力を併せ持つ人材育成と 

いう目的を踏まえ、このような薬剤師に向けた大学院進学の案内についてもより強化する。 

さらに、薬学部生の就職活動で協力を得ている「学校法人兵庫医科大学 連携病院の会」

会員の１２４病院に在籍する薬剤師等の医療従事者に対しても積極的に広報していく。 

学内的には、薬学部在学生について、４年次からの研究室配属の期間に大学院進学の意義、

研究テーマへの興味、将来の教育者又は研究者への進路等への理解を深めるよう進学説明

会等を開催する。 

 

Ⅱ 人材需要の動向等社会の要請 

（１） 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

学校法人兵庫医科大学は、建学の精神として、「社会への奉仕、人間への深い愛、人間へ

の幅広い科学的理解」を掲げて昭和４７年兵庫医科大学を開学し、兵庫医科大学病院を開院

した。昭和５３年には大学院医学研究科を、平成９年には兵庫医科大学篠山病院（現在の「兵

庫医科大学ささやま医療センター」）を、平成１９年には兵庫医療大学を、平成２３年には

兵庫医療大学大学院を設立し、医療の諸分野において建学の精神に基づき教育・研究・診療

に取り組んできた。 

現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科は、平成２５年に設置され、先端的な内容の講義、

演習、研究活動によって最先端の薬学に関する知識と科学的な思考力を高め、医療薬学の諸

問題を解決する高度な能力を持った人材を養成することにより、社会に貢献してきた。兵庫

医科大学と兵庫医療大学の統合後も引き続き、薬学研究の分野で建学の精神を発展させて

いくことが統合後の兵庫医科大学大学院薬学研究科の使命であり、理念・目的・目標を以下

のように定める。 
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＜理念＞ 

薬学研究科の理念は、高度な研究能力を有する薬剤師、そして臨床経験を有する薬学研究

者を養成することにより、人々の健康の増進及び薬学の進歩・発展に寄与することである。 

 

＜目的＞ 

薬学研究科は、医療薬学専攻を設け、薬学研究を志す者に、薬学に関する高度な専門知

識と研究手法を修得させ、高い課題発見能力と研究倫理を培い、独創性豊かな研究を立案・

遂行できる力を育成する。研究成果を世界に発信し、地域社会に還元し、薬学の進歩に貢献

できる薬剤師、薬学研究者を育成する。 

 

＜目標＞ 

本研究科の目的を達成するために、以下のような人材を育成することを目標とする。 

１．高度な研究能力、すなわち医療の現場において問題点を発見し、それを解決する適切

な研究計画を立案し、さらにその成果を論文化することのできる能力を持って医療の

質向上と変革を推進することができる医療専門職者。 

２．医療薬学における問題点を基礎薬学の視点から提起し、それを解決しうる基礎的・実

験的研究課題を自ら設定し、それを新しい薬剤・製剤・臨床適応の開発に発展させてい

くことができる薬学研究者。 

 

上記の理念・目的・目標をより具体的な形で学生に示すために、平成２８年下記のような

ディプロマ・ポリシーを作成した。 

 

＜ディプロマ・ポリシー＞ 

本研究科所定の単位を修得し、以下の目標を達成した学生の修了を認め、博士（薬学）の

学位を授与します。 

１．自立した薬学研究者として活動するために必要な専門的知識を有する。 

２．学術論文等から修得した医療薬学に関する最先端の知識を基に、他者の研究を理解

し、かつ批判的に吟味できる能力を有する。 

３．医療の抱える問題点を自ら見出し、それに基づき検証可能な薬学的課題を設定する能

力を有する。 

４．薬学的課題を解決するために必要な技能と意欲を有する。 

５．研究成果を論文などとして発表することができる。 

 

このディプロマ・ポリシーを達成することができれば、目標として掲げた人材を育成する

ことができると考えている。統合後の兵庫医科大学大学院薬学研究科においてもこのディ

プロマ・ポリシーを維持し、学生と教員で共有し、本研究科の理念・目的・目標にかなう人

材を育成していきたい。 
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（２） 上記（１）が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観

的な根拠 

① 社会的、地域的な人材需要の動向 

ア 神戸医療産業都市 

統合後の兵庫医科大学大学院薬学研究科の設置を予定するポートアイランド（神戸市中

央区）は、先端医療技術の研究開発拠点や医療関連産業が集積された「神戸医療産業都市」

の取り組みが行われている。令和２年１１月末現在は３６９社・団体が同取り組みに参画し

ており、大手製薬企業はもちろん、先進的な医療を実践する医療機関やバイオベンチャーな

どが集積している。 

この取り組みでは、スーパーコンピューター「京」におけるＩＴ創薬の取り組みなど最先

端の開発・研究環境の提供はもちろん、異業種の企業・医療機関・団体が連携を図ることで

相乗効果を発揮することが期待できる。また、神戸医療産業都市として参画企業の採用活動

を行う取り組みも実践しており、現行の兵庫医療大学が神戸医療産業都市に参画している。

統合後の兵庫医科大学大学院薬学研究科においても、こうした枠組みの中で研究活動及び

就職活動を行っていくことが期待できる。 

 

イ 社会人に対する進学需要調査結果 

 兵庫医科大学大学院薬学研究科の設置計画を進めるにあたり、本研究科の教育研究上の

目的が、社会的・地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることを検証するため、本

法人内の病院に薬剤師として勤務する社会人を対象として、統合後の兵庫医科大学大学院

の薬学研究科医療薬学専攻博士課程における受験意向及び進学意向に関するアンケート調

査を実施した（【資料３】参照）。  

 その結果、本研究科設置の理念、養成する人材像や教育研究上の特徴、開設予定授業科目

等を理解したうえで本研究科を「受験してみたい」かつ「進学したいと思う」と回答した者

は、有効回答者数４５人のうちの４２．７％にあたる１７名であった。 

近年、多くの薬学部において「チーム医療」を唱えるようになったが、単科の薬科大学で

は表面的な講義しか行えていないところが多い。兵庫医科大学大学院薬学研究科となり、大

学院においても医学部や附属病院との共同研究の中でチーム医療における薬剤師の有用性

を実証できる研究を行った人材には特に需要が多いと予測される。 

 このように、現役の薬剤師に対して行った調査においても一定数の進学意向が見込まれ、

本研究科における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、社会的な人材需

要の動向等を踏まえたものであることを示している（【資料６】参照）。 

【資料３ 兵庫医科大学大学院「薬学研究科」（仮称、設置構想中）に関するアンケート】 

【資料６ 薬学研究科進学意向調査（社会人）集計表】 

 

② 現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科における状況 

現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科においては、現職の病院薬剤師が臨床における研

究能力向上を目的として入学した事例が複数名存在している。個々の勤務状況などに応じ

て、カリキュラム及び教員の研究指導を夜間や土日に対応する（大学院設置基準第１４条特

- 学生確保 ― 6 -



 

例）などの取り組みを行ってきた。兵庫医科大学大学院薬学研究科においても、社会人学生

が学びやすい環境を構築することで、より柔軟な学生確保が期待できる。 

具体的な取組みとして、「ティーチング・アシスタント制度」、「長期履修制度」があり、   

社会人学生の経済面でバックアップする。 
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1.兵庫県内の薬学系⼤学の設置状況（６年制）

兵庫医療⼤学 薬学部 医療薬学科 150
神⼾学院⼤学 薬学部 薬学科 250
武庫川⼥⼦⼤学 薬学部 薬学科 210
神⼾薬科⼤学 薬学部 薬学科 270
姫路獨協⼤学 薬学部 医療薬学科 100
合計 980

2.兵庫県内の薬学系⼤学院の設置状況・定員充⾜状況（博⼠課程）

⼊学者数 定員充⾜率(%) ⼊学者数 定員充⾜率(%) ⼊学者数 定員充⾜率(%)
兵庫医療⼤学⼤学院 薬学研究科 医療薬学専攻 3 1 33.3 1 33.3 3 100
神⼾学院⼤学⼤学院 薬学研究科 薬学専攻 3 2 66.7 0 0 4 133.3
武庫川⼥⼦⼤学⼤学院 薬学研究科 薬学専攻 2 0 0 0 0 0 0
神⼾薬科⼤学⼤学院 薬学研究科 薬学専攻 3 4 133.3 6 200 6 200
合計 11 7 63.6 7 63.6 13 118.2

※⼊学定員、⼊学者数は、各⼤学ホームページを参照して記載

兵庫県内の薬学系⼤学・⼤学院の設置状況並びに定員充⾜状況

⼤学院名 研究科 専攻 ⼊学定員（⼈）

⼤学名 学部 学科 ⼊学定員（⼈）

H30年度 H31年度 R2年度

【資料１】
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（⼈）
      ⼊学年度 2013（H25） 2014（H26） 2015（H27） 2016（H28） 2017（H29） 2018（H30） 2019（R元） 2020（R2） 合計

定  員 3 3 3 3 3 3 3 3 24
志願者数 3 2 3 3 1 1 2 3 18 2.3
合格者数 3 2 3 3 1 1 1 3 17 2.1

⼊学者数（※） 3 2 3 3 1 1 1 3 17 2.1
 （⾃⼤学出⾝者） 1 1 1 0 0 1 0 2 6 0.7
 （他⼤学出⾝者） 2 1 2 3 1 0 1 1 11 1.4

⼊学者（※）の⼤学院⼊学時の⼤卒後年数 （⼈）
⼤卒後年数 ０〜５年 ６〜１０年 １１年〜 合計 出⾝別割合

 （⾃⼤学出⾝者） 4 2 0 6 35.2%
 （他⼤学出⾝者） 2 5 4 11 64.8%

合  計 6 7 4 17 100%

平均⼈数

兵庫医療⼤学⼤学院薬学研究科⼊学状況表（開設年度以降）

【資料２】
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【資料３】
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【資料４】
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(⼤学院) 単位：円

研究科名 授業料（1年分） 教育充実費（1年分） 施設設備費（1年分） 2年次以降学費（3年分） 4年間合計

薬学研究科 100,000 400,000 100,000 ー 1,500,000 2,100,000

薬学研究科 506,000 154,000 1,980,000 2,840,000

薬学研究科 705,000 117,000 2,466,000 3,568,000

薬学研究科 600,000 1,800,000 2,600,000

薬学研究科 500,000 1,500,000 2,100,000

薬学研究科 800,000 2,400,000 3,420,000

薬学研究科 1,000,000 3,000,000 4,200,000

⼤学名

兵庫医療⼤学

神⼾学院⼤学

武庫川⼥⼦⼤学

神⼾薬科⼤学

⼤阪医科薬科⼤学

摂南⼤学

近畿⼤学

⼤阪⼤⾕⼤学 薬学研究科 600,000 100,000 2,100,000 3,000,000

※各⼤学のホームページを参照して記載

近隣⼤学院学費⽐較⼀覧表

⼊学⾦

200,000

280,000

200,000

200,000 

（平均額）200,000 （平均額）711,714

100,000

220,000

200,000

【資料５】
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【資料６】
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